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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワークピース上にサブピクセル行の規則正しい配列を形成する方法であって、サブピク
セルは３つの異なる色を有し、かつサブピクセルピッチｓを有し、ｑ色は印刷により形成
され、ｒ色は非印刷方法により形成され、前記方法は、
　（１）ノズル間隔ｐを有する行内に配置されたｚ本のノズルを有する印刷ヘッドを設け
ることであって、ｚ＝３ｎ1であり、ｐ＝２ｓであり、印刷ヘッドはワークピースに対し
て第１の位置にある、印刷ヘッドを設けること、
　（２）印刷ヘッドに、ｑ印刷色のそれぞれに１つずつ、ｑ個の異なるカラー印刷インク
を提供すること、
　（３）規則正しい交互パターンで印刷インクのそれぞれをノズルに供給すること、
　（４）印刷ヘッドを使用して、第１の組のｚサブピクセル行を印刷すること、
　（５）移動させること、および第１の印刷パターンで印刷することであって、
　　（ａ）第１の組のｚサブピクセル行が印刷された方向に対して垂直な方向に、ワーク
ピースを距離ｄ1（但し、ｄ1＝３ｎ2ｓである）だけ移動させること、
　　（ｂ）印刷ヘッドを使用してｚサブピクセル行の組を印刷すること
を含む、移動させること、および第１の印刷パターンで印刷すること
　（６）移動させること、および第２の印刷パターンで印刷することであって、
　　（ｃ）第１の組のｚサブピクセル行が印刷された方向に対して垂直な方向に、ワーク
ピースを距離ｄ2（但し、ｄ2は、ｄ1＋ｄ2＝ｐｚであるようなｄ2＝３ｎ3ｓである）だけ
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移動させること、
　　（ｄ）印刷ヘッドを使用してｚサブピクセル行の組を印刷すること
を含む、移動させること、および第２の印刷パターンで印刷すること、
　（７）ステップ（５）および（６）を同じ順序で複数回繰り返すこと、ならびに
　（８）ｒ色を非印刷方法で塗布すること
を含み、
　ｎ1は０よりも大きな整数であり、
　ｎ2およびｎ3は、ｎ2＋ｎ3＝２ｎ1であるような、同じまたは異なる奇数の整数であり
、
　ｑは１～３の整数であり、
　ｒはｑ＋ｒ＝３であるような整数である、方法。
【請求項２】
　ｑ＝３である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ｎ1は少なくとも２である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ｎ1＝３～９である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ｎ1は奇数であり、ｎ1＝ｎ2＝ｎ3である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　各印刷インクは、エレクトロルミネセンス材料および液体媒体を含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項７】
　ｒは少なくとも１であり、非印刷方法は、蒸着、熱転写、スピンコーティング、グラビ
アコーティング、カーテンコーティング、浸漬被覆、スロットダイコーティング、および
吹き付け塗装からなる群から選択される、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、米国特許法第１１９条（ｅ）項の下で、２００９年６月４日に出願された仮特
許出願第６１／１８４，０９１号明細書からの優先権を主張するものであり、この仮出願
を参照により本明細書に援用する。
【０００２】
　本開示は、一般には電子装置および方法に関し、特に、電極および異なる色の有機活性
領域を有する電子装置ならびにそのような電子装置を形成する方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　電子装置は、液晶ディスプレイ（「ＬＣＤ」）、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディ
スプレイ等を含むことができる。電子装置の製造は、溶液析出法を使用して実行し得る。
電子装置を製造する一プロセスは、印刷（例えば、インクジェット印刷、連続印刷等）に
より、有機層を基板上に堆積させることである。印刷プロセスにおいて、印刷される液体
組成物は、溶液中の有機材料、または有機溶媒、水溶液、または溶媒の組み合わせ中に分
散、乳濁、または懸濁した有機材料を含む。印刷後、溶媒は蒸発して有機材料が残り、電
子装置の有機層を形成する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　通常、第１の色が印刷され、次に、印刷装置が再較正され、第２の色が印刷される。場
合によっては、第１の色が印刷された基板が、第２の色を印刷する第２のプリンタに移さ
れる。これには、プリンタをセットアップし、位置合わせするための時間も必要になる。
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多くの場合、３色：赤、緑、および青が印刷される。この場合、色毎に再較正し、かつ／
または位置合わせし直すために時間をかけざるを得ない。改良された印刷プロセスが必要
である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　ワークピース上にサブピクセル行の規則正しい配列を形成する方法であって、サブピク
セルは３つの異なる色を有し、かつサブピクセルピッチｓを有し、ｑ色は印刷により形成
され、ｒ色は非印刷方法により形成され、上記方法は、
　（１）ノズル間隔ｐを有する行内に配置されたｚ本のノズルを有する印刷ヘッドを設け
ることであって、ｚ＝３ｎ1であり、ｐ＝２ｓであり、印刷ヘッドはワークピースに対し
て第１の位置にある、印刷ヘッドを設けること、
　（２）ｑ印刷色のそれぞれに１つずつ、ｑ個の異なる印刷インクを提供すること、
　（３）規則正しい交互パターンで印刷インクのそれぞれをノズルに供給すること、
　（４）印刷ヘッドを使用して、第１の組のｚサブピクセル行を印刷すること、
　（５）移動させること、および第１の印刷パターンで印刷することであって、
　　（ａ）ワークピースを印刷ヘッドに対して距離ｄ1（但し、ｄ1＝３ｎ2ｓである）だ
け横方向に移動させること、
　　（ｂ）印刷ヘッドを使用してｚサブピクセル行の組を印刷すること
を含む、移動させること、および第１のプリントパターンでプリントすること、
　（６）移動させること、および第２の印刷パターンで印刷することであって、
　　（ｃ）ワークピースを印刷ヘッドに対して距離ｄ2（但し、ｄ2は、ｄ1＋ｄ2＝ｐｚで
あるようなｄ2＝３ｎ3ｓである）だけ横方向に移動させること、
　　（ｄ）印刷ヘッドを使用してｚサブピクセル行の組を印刷すること
を含む、移動させること、および第２のプリントパターンでプリントすること、
　（７）ステップ（５）および（６）を同じ順序で複数回繰り返すこと、ならびに
　（８）ｒ色を非印刷方法で塗布すること
を含み、
　ｎ1は０よりも大きな整数であり、
　ｎ2およびｎ3は、ｎ2＋ｎ3＝２ｎ1であるような、同じまたは異なる奇数の整数であり
、
　ｑは１～３の整数であり、
　ｒはｑ＋ｒ＝３であるような整数である、プロセスが提供される。
【０００６】
　上記の概説および以下の詳細な説明は、例示および説明のためのみのものであり、添付
の特許請求の範囲において規定されるような本発明を限定ではない。
【０００７】
　実施形態は、本明細書に提示される概念の理解を向上させるために、添付図に示される
。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】ワークピースおよびプリンタの断面図を含む。
【図２】ワークピースおよび異なるプリンタの別の断面図を含む。
【図３】ディスプレイを含む電子装置を製造するワークピースの平面図を含む。
【図４】９本のノズルを使用する印刷方法を示す図を含む。
【図５】９本のノズルを使用する別の印刷方法を示す図を含む。
【図６】９本のノズルを使用する別の印刷方法を示す図を含む。
【図７】１２本のノズルを使用する別の印刷方法を示す図を含む。
【図８】１２本のノズルを使用する別の印刷方法を示す図を含む。
【図８－２】１２本のノズルを使用する別の印刷方法を示す図を含む。
【図９】１５本のノズルを使用する別の印刷方法を示す図を含む。
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【図９－２】１５本のノズルを使用する別の印刷方法を示す図を含む。
【図１０】９本のノズルを使用する別の印刷方法を示す図を含む。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図中の要素が、単純化および明確化のために示され、必ずしも一定の縮尺で描かれてい
るわけではないことを当業者は理解する。例えば、本発明の実施形態の理解の向上を助け
るために、図中の要素のうちのいくつかの寸法が、他の要素に相対して強調され得る。
【００１０】
　多くの態様および実施形態が上述され、それらの態様および実施形態は単なる例示であ
り、限定ではない。本明細書の読後、本発明の範囲から逸脱せずに、他の態様および実施
形態が可能なことを当業者は理解する。
【００１１】
　実施形態のうちの任意の１つまたは複数の他の特徴および恩恵が、以下の詳細な説明お
よび特許請求の範囲から明らかになろう。詳細な説明では、まず用語の定義および明確化
に対処し、その後、プリンタ、印刷プロセス、電子装置、そして最後に実施例が続く。
【００１２】
１．用語の定義および明確化
　後述する実施形態の詳細に対処する前に、いくつかの用語を定義、すなわち明確化し得
る。
【００１３】
　用語「配列」は、要素の順序付けられた構成を意味することを意図する。配列は、通常
、列および行で示される順序付けられた構成内のピクセル、サブピクセル、セル、または
他の構造を含み得る。配列は、ｘ方向およびｙ方向に関して説明することができる。
【００１４】
　用語「青」は、おおよそ４００ｎｍ～５００ｎｍの範囲の波長を有する光を指す。
【００１５】
　用語「連続」およびその変形は、略途切れないことを意味することを意図する。一実施
形態では、連続した印刷は、液滴を使用する堆積技法とは対照的に、略途切れない液体ま
たは液体組成物ストリームを使用した印刷である。別の実施形態では、連続した延在は、
層、部材、または構造の長さを指し、層内、部材内、または構造内で長さに沿って大きな
破断がない。
【００１６】
　用語「ドーパント」は、ドーパント材料がない層の放射、受信、またはフィルタリング
の電子特性または波長と比較して、層の放射、受信、またはフィルタリングの電子特性ま
たは標的とされる波長を変更する、ホスト材料を含む層内の材料を意味することが意図さ
れる。ドーパントは、ホスト材料よりも低濃度で存在する。
【００１７】
　用語「電子装置」は、電気的に適宜接続され、適切な電位が供給された場合、機能を集
合的に実行する回路、電子構成要素、またはそれらの他の任意の組み合わせの集まりを意
味することが意図される。電子装置は、システムの一部を含み得、またはシステムの一部
であり得る。電子装置の例としては、ディスプレイ、センサ配列、コンピュータシステム
、アビオニクスシステム、自動車、携帯電話、他の大衆消費電子商品、他の工業電子商品
、またはそれらの任意の組み合わせが挙げられる。
【００１８】
　用語「緑」は、おおよそ５００ｎｍ～６００ｎｍの範囲内の波長を有する光を指す。
【００１９】
　本明細書において使用される用語「整数」は、負の整数を含まない。
【００２０】
　用語「液体組成物」は、溶液を形成するために材料が溶解する液体媒体、分散を形成す
るために材料が
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溶解する液体媒体、または懸濁もしくは乳濁を形成するために材料が溶解する液体媒体を
意味することを意図する。
【００２１】
　用語「液体媒体」は、溶液、分散、懸濁、または乳濁内の液体を意味することを意図す
る。用語「液体媒体」は、存在する溶媒が単数であるか、それとも複数であるかに関わり
なく使用され、したがって、液体媒体は、
用語の単数形または複数形（すなわち、複数の液体媒体（ｌｉｑｕｉｄ　ｍｅｄｉａ））
として使用される。
【００２２】
　用語「ノズル」は、液体組成物または液体媒体を分注できる装置の部分を意味すること
を意図する。
【００２３】
　用語「配向」は、特徴が延びる主な方向を意味することを意図する。同じ高さまたは異
なる高さにある異なる特徴間のように、特徴は互いに対して略平行に、略垂直に、または
別の角度関係で配向し得る。
【００２４】
　用語「有機活性層」は、有機層のうちの少なくとも１つがそれ自体で、または異種材料
に接触した場合に、整流接合部を形成可能な１つまたは複数の有機層を意味することを意
図する。用語「有機活性領域」は、有機領域のうちの少なくとも１つがそれ自体で、また
は異種材料に接触した場合に、整流接合部を形成可能な１つまたは複数の有機領域を意味
することを意図する。
【００２５】
　用語「ピッチ」は、すぐ隣の特徴間の特徴寸法および空間寸法の和を意味することを意
図する。
【００２６】
　用語「ピクセル」は、配列のうちの最も小さな完成した繰り返し単位を意味することを
意図する。用語「サブピクセル」は、ピクセルの全部ではなく一部を構成するピクセルの
部分を意味することを意図する。サブピクセルは、カラー画像の表現に使用されるピクセ
ルの構成要素のうちの１つである。各サブピクセルは、ピクセルの全体の色および明度に
対する単一の色の寄与を表す。センサ配列は、サブピクセルを含んでもよく、または含ま
なくてもよいピクセルを含み得る。
【００２７】
　用語「印刷」は、印刷ヘッドまたは他の同様の構造を使用して、液体または液体組成物
をワークピース上に分注することにより、層を選択的に堆積させる動作を意味することを
意図する。
【００２８】
　用語「印刷装置」は、層をワークピース上に印刷するように設計された１つまたは複数
の材料、機器、組立体、または下位組立体の組み合わせを意味することを意図する。
【００２９】
　用語「赤」は、おおよそ６００ｎｍ～７５０ｎｍの範囲内の波長を有する光を指す。
【００３０】
　用語「解像限界」は、特定の装置または他の機器を使用した場合に再現可能に形成でき
る最小特徴サイズを意味することを意図する。
【００３１】
　用語「ワークピース」は、１つまたは複数の素子層を有する基板を意味することを意図
する。素子層は無機層または有機層にできる。
【００３２】
　本明細書において使用する用語「備える」、「備えている」、「含む」、「含んでいる
」、「有する」、「有している」、またはそれらの他の任意の変形は、非排他的な包含を
含むことが意図される。例えば、列挙された特徴を備えるプロセス、方法、物品、または
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装置は、必ずしも、それらの特徴のみに限定されず、明示的に列挙されない、またはその
ようなプロセス、方法、物品、または装置に固有の他の特徴を含み得る。さらに、逆のこ
とが明記されない限り、「または」は、排他的ｏｒではなく、包含的ｏｒを指す。例えば
、条件ＡまたはＢは、以下のうちのいずれか１つにより満たされる：Ａが真であり（また
は存在し）、かつＢが偽である（または存在しない）、Ａが偽であり（または存在せず）
、かつＢが真である（または存在する）、ならびにＡおよびＢの両方が真である（または
存在する）。
【００３３】
　「ａ」または「ａｎ」の使用も、本明細書に記載の要素および構成要素を説明するため
に利用される。これは単に便宜上のため、かつ本発明の範囲の広義の意味を与えるために
行われる。この説明は、１つまたは少なくとも１つを含むものと解釈されるべきであり、
複数形が含まれないことが意味されることが明らかな場合を除き、単数形は複数形も含む
。
【００３４】
　要素の周期表内の列に対応するグループ番号は、ＣＲＣ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｃ
ｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｐｈｙｓｉｃｓ，８１ｓｔ　Ｅｄｉｔｉｏｎ（２０００－２
００１）に見られる「新表記」慣例を使用する。
【００３５】
　別段のことが定義される場合を除き、本明細書において使用されるすべての技術用語お
よび科学用語は、本発明が属する分野の当業者により一般に理解される意味と同じ意味を
有する。本明細書に記載の方法および材料と同様または均等な方法および材料を、本発明
の実施形態の実施または試験に使用できるが、適した方法および材料を以下に述べる。本
明細書において言及されるすべての出版物、特許出願、特許、および他の引用は、特定の
節が引用される場合を除き、参照により本明細書に援用される。不一致の場合は、定義を
含め、本明細書が優先される。さらに、材料、方法、および実施例は単なる例示であり、
限定として意図されない。
【００３６】
　本明細書に記載されない範囲で、特定の材料、処理動作、および回路に関する多くの詳
細が従来通りのものであり、有機発光ダイオードディスプレイ、光検出器、光起電力、お
よび半導体部材の分野内の教科書および他のソース内に見出し得る。
【００３７】
２．プリンタ
　特定の実施形態に対処する前に、本明細書に記載の概念の理解を助けるために、プリン
タに対処する。
【００３８】
　図１に示されるように、プリンタ１０は、６本のノズル１２０が取り付けられた印刷ヘ
ッド１１０を有する。ノズルの間隔はｐとして示される。プリンタは、ライン（図示せず
）に取り付けられて、適切な液体組成物を各ノズルに供給する。３色の各色に１つずつ、
異なる液体組成物が、規則正しい交互パターンで供給される。これにより、いずれも重複
する前に各色が供給されること、および追加の色が同じ順序で供給されることが意味され
る。この図では、第１のノズルは色１を有し、第２のノズルは色２を有し、第３のノズル
は色３を有し、第４のノズルは色１を有し、第５のノズルは色２を有し、第６のノズルは
色３を有する。したがって、このシステムでは、ｚ＝３ｎ1＝６であり、ｎ1＝２である。
【００３９】
　印刷ヘッドは、ワークピース２０の上方に示される。印刷ヘッドおよびワークピースは
、互いに対して移動可能である。印刷時、印刷ヘッドはワークピースに対して紙の平面に
入ったり出たりする方向において移動することになる。印刷ヘッドは、Ｌで示されるよう
に、ワークピースに対して横方向にも移動することになる。この移動は相対的なものであ
る。場合によっては、ワークピースが移動する。場合によっては、印刷ヘッドが移動する
。場合によっては、印刷ヘッドおよびワークピースの両方が移動する。簡明化するために
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、移動は、まるで印刷ヘッドが移動するかのように、かつワークピースが静止しているか
のようにして対応する。印刷ヘッドおよびワークピースのうちの一方または両方が移動で
き、問題なのは互いに対する相対移動のみであることが理解されよう。
【００４０】
　第２のプリンタを図２に示す。プリンタ３０は、９本のノズル３２０を有する印刷ヘッ
ド３１０を有する。このプリンタは、３色Ｒ、Ｇ、およびＢの印刷に使用することができ
る。このシステムでは、ｚ＝３ｎ1＝９であり、ｎ1＝３である。第１のノズルがＲを有し
、第２のノズルがＧを有し、第３のノズルがＢを有し、第４のノズルがＲを有し、第５の
ノズルがＧを有し、第６のノズルがＢを有するなどのように、液体組成物を供給すること
ができる。色の実際の順序は、規則正しい交互パターンである限り、重要ではない。図１
と同様に、印刷ヘッドは、紙の平面から出たり入ったりして移動して印刷し、Ｌで示され
る方向において横方向にシフトすることができる。
【００４１】
　図１に示される実施形態では、プリンタは６本のノズルを有する。図２に示される実施
形態では、プリンタは９本のノズルを有する。ノズルの実際の数は、これよりも大きくて
もよく、実際の製造考慮事項によってのみ制限される。いくつかの実施態様では、ノズル
の数は９本～２４本の範囲である。
【００４２】
　印刷射出は、液体材料を堆積させる既知の任意のシステムであることができる。印刷技
術のいくつかの例としては、インクジェットおよび連続ノズル噴霧が挙げられるが、これ
らに限定されない。
【００４３】
３．印刷プロセス
　図３は、電子装置を製造するためのワークピース２０の平面図を含む。ワークピースは
、サブピクセル開口部２１０の規則正しい配列を有する基板２００を含む。ワークピース
は、第１の縁部２０１および逆の縁部２０２を有する。数個のサブピクセルのみが図に示
される。実際には、装置は数百個以上のサブピクセルを有し得る。いくつかの実施形態で
は、サブピクセル開口部は、物理的な閉じ込め構造、化学的な閉じ込め構造、またはこれ
らの両方であり得る閉じ込め構造（図示せず）により画定される。サブピクセル開口部２
１０は、２１１、２１２、および２１３として示される行の規則正しい配列内にある。サ
ブピクセルピッチはｓとして示される。いくつかの実施形態では、サブピクセルピッチは
１μｍ～１００μｍの範囲内であり、いくつかの実施形態では、２μｍ～２０μｍの範囲
内である。３個のサブピクセルが一緒になってピクセル２２０を形成する。図示の実施形
態では、サブピクセル２１０は矩形を有する。円形、楕円形、正方形、または多角形等の
他のサブピクセル形状を使用することもできる。図中、印刷方向はｘとして示される。印
刷方向に垂直な横方向への移動は、ｙ方向での移動として定義される。
【００４４】
　本明細書に記載のプロセスでは、３色のサブピクセル行の規則正しい配列がワークピー
ス上に形成される。３色のうち、ｑ色は印刷され、ｒ色は非印刷方法により形成される。
サブピクセルはサブピクセルピッチｓを有する。このプロセスは、
　（１）ノズル間隔ｐを有する行内に配置されたｚ本のノズルを有する印刷ヘッドを設け
ることであって、ｚ＝３ｎ1であり、ｐ＝２ｓであり、印刷ヘッドはワークピースに対し
て第１の位置にある、印刷ヘッドを設けること、
　（２）ｑ印刷色のそれぞれに１つずつ、ｑ個の異なる印刷インクを提供すること、
　（３）規則正しい交互パターンで印刷インクのそれぞれをノズルに供給すること、
　（４）印刷ヘッドを使用して、第１の組のｚサブピクセル行を印刷すること、
　（５）移動させること、および第１の印刷パターンで印刷することであって、
　　（ａ）ワークピースを印刷ヘッドに対して距離ｄ1（但し、ｄ1＝３ｎ2ｓである）だ
け横方向に移動させること、
　　（ｂ）印刷ヘッドを使用してｚサブピクセル行の組を印刷すること
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を含む、移動させること、および第１のプリントパターンでプリントすること、
　　（６）移動させること、および第２の印刷パターンで印刷することであって、
　　（ｃ）ワークピースを印刷ヘッドに対して距離ｄ2（但し、ｄ2は、ｄ1＋ｄ2＝ｐｚで
あるようなｄ2＝３ｎ3ｓである）だけ横方向に移動させること、
　　（ｄ）印刷ヘッドを使用してｚサブピクセル行の組を印刷すること
を含む、移動させること、および第２のプリントパターンでプリントすること、
　（７）ステップ（５）および（６）を同じ順序で複数回繰り返すこと、ならびに
　（８）ｒ色を非印刷方法で塗布すること
を含み、
　ｎ1は０よりも大きな整数であり、
　ｎ2およびｎ3は、ｎ2＋ｎ3＝２ｎ1であるような、同じまたは異なる奇数の整数であり
、
　ｑは１～３の整数であり、
　ｒはｑ＋ｒ＝３であるような整数である。
【００４５】
　形成すべき色の数は３である。いくつかの実施形態では、色は赤、緑、および青（「Ｒ
,Ｇ,Ｂ」）である。３色のうち、ｑ色は印刷により形成され、ｒ色は非印刷方法により形
成される。いくつかの実施形態では、ｑ＝３、ｒ＝０であり、３色すべてが印刷される。
いくつかの実施形態では、ｑ＝２、ｒ＝１である。この場合、２色は印刷され、第３の色
は非印刷方法により塗布される。第３の色は、印刷の前または後に塗布することができる
。いくつかの実施形態では、第３の色は、２色が印刷された後に塗布される。
【００４６】
　印刷ヘッドはｚ本のノズルを有する。３色すべてが印刷される場合、ｚ本すべてのノズ
ルが存在し、インクが供給される。１色または複数色が非印刷方法により塗布される場合
、非印刷色のために、ノズルスペースが存在する。ノズルは存在し得るが、インクが供給
されないか、またはノズルが物理的になくてもよい。印刷パターンではノズルスペースは
ノズルとしてカウントされる。
【００４７】
　ノズルの数ｚは、色の数３の倍数である。したがって、ｚ＝３ｎ1であり、ｎ1は０より
も大きな整数である。いくつかの実施形態では、ｎ1は少なくとも２である。いくつかの
実施形態では、ｎ1＝３～９であり、いくつかの実施形態では、５～８である。
【００４８】
　印刷ヘッドは、ワークピース上方の第１の印刷位置において開始する。この第１の位置
はＡ１と呼ばれ、後の項において考察する。いくつかの実施形態では、プリンタは、図３
の２０１に示されるように、ワークピースの一縁部に位置決めされ、第１のサブピクセル
行上に位置合わせされる。ノズルは、サブピクセルピッチの２倍に等しい距離ｐだけ離間
され、それにより、すべてのノズルがサブピクセル行内で印刷するように位置合わせされ
る。したがって、ノズルはサブピクセルピッチｓの倍数で離間され、ｐ＝２ｓである。用
語「数の倍数」は、その数を０よりも大きな数で乗算した値を意味する。
【００４９】
　プリンタは、図３に示されるように、ｘ方向においてワークピースを横切り、第１の組
のサブピクセル行を印刷する。印刷される行数は、印刷ヘッド上のノズルの数に等しい＝
ｚ。堆積する色の行数は、色が供給されるノズルの数に等しい。
【００５０】
　第１の組の行の印刷を完了した後、第１の印刷パターンがステップ（５）において形成
される。印刷ヘッドは、ワークピースを横方向に横切り、隣接する印刷位置に移動する。
この位置はＡ２と呼ばれ、後の項において考察する。この移動は、ワークピースの平面に
対して平行であり、行方向に直交するｙ方向においてである。移動距離ｄ1も、サブピク
セルピッチｓの倍数であり、３ｎ2（ｓ）に等しい。数ｎ2は、奇数の整数である。したが
って、印刷ヘッドの横方向移動は、２の倍数でも、２ｓであるノズル間隔ｐの倍数でもな
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された箇所に重複する恐れがある。次に、１組のｚ行が位置Ａ２から印刷される。印刷は
、第１の印刷とは逆の方向であってもよく、または印刷ヘッドは、第１の印刷と同じ側に
戻り、同じ方向で印刷してもよい。これは、機器およびソフトウェアの設計によって決ま
る。これにより、第１の印刷パターンの印刷が完了する。
【００５１】
　第１の印刷パターンの完了後、第２の印刷パターンがステップ（６）において形成され
る。印刷ヘッドは、ワークピースを横方向に横切り、隣接する印刷位置に移動する。この
位置はＡ３と呼ばれ、後の項において考察する。この移動は、ワークピースの平面に対し
て平行であり、行方向において直交するｙ方向においてである。移動距離ｄ2は、サブピ
クセルピッチｓの倍数であり、３ｎ3（ｓ）に等しい。数ｎ3は奇数の整数である。第１お
よび第２の横方向移動の和ｄ1＋ｄ2は、ｐｚに等しい。ｐ＝２ｓであり、ｚ＝３ｎ1であ
るため、ｎ1、ｎ2、およびｎ3の関係は以下のように導出することができる。
　　ｄ1　＋　ｄ2　＝　ｐｚ
　　（３ｎ2ｓ）　＋　（３ｎ3ｓ）　＝　（２ｓ）（３ｎ1）
　　ｎ2ｓ　＋　ｎ3ｓ　＝　２ｓ（ｎ1）
　　ｎ2　＋　ｎ3　＝　２ｎ1

【００５２】
　次に、別の組のｚ行が位置Ａ３から印刷される。印刷は、第２の印刷とは逆の方向であ
ってもよく、または印刷ヘッドは、第１の印刷と同じ側に戻り、同じ方向で印刷してもよ
い。これは、機器およびソフトウェアの設計によって決まる。これにより、第２の印刷パ
ターンの印刷が完了する。
【００５３】
　ステップ（７）において、所望の数のサブピクセル行が印刷されるまで、第１、および
第２の印刷パターンを印刷するステップが、同じ順序で複数回繰り返される。
【００５４】
　実際には、サブピクセル行を任意の順序で印刷することができる。ワークピースに対す
る印刷ヘッドの移動については上述した移動になり、サブピクセル行は位置Ａ１、Ａ２、
Ａ３等から印刷を開始するが、必ずしも順番通りである必要はない。印刷の厳密な順序は
一般に、プリンタの最も効率的な利用方法によって決まることになる。
【００５５】
　ステップ（８）において、ｒ色は非印刷堆積方法により塗布される。ｒ＝０の場合、ス
テップ（８）はない。非印刷方法の例としては、蒸着、熱転写、およびスピンコーティン
グ、グラビアコーティング、カーテンコーティング、浸漬被覆、スロットダイコーティン
グ、および吹き付け塗装等の連続液体堆積技法が挙げられるが、これらに限定されない。
これらの場合、ｒ＞０のとき、印刷は、印刷ステップの前または後に塗布し得る非印刷色
のオープンスペースを残さなければならない。印刷パターンではオープンスペースは色と
してカウントされる。ｒ＞１であり、２色以上が非印刷堆積方法により塗布される場合、
同じまたは異なる非印刷方法を異なる非印刷色に使用し得る。
【００５６】
　例示的で非限定的な組の異なる数のノズルのｄ1、およびｄ2の異なる組み合わせの概要
を表１に付与する。表は、９～２７本のノズルを有する印刷ヘッドを示す。ノズル数が３
の倍数である限り、異なるノズル数を使用することもできることを理解されたい。
【００５７】
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【表１】

【００５８】
　表から、ノズルの数、ここではｎ1が奇数であり、ｎ1＝ｎ2の場合のみ、ｄ1＝ｄ2が発
生することが分かる。
【００５９】
　実施例に示されるように、印刷方式が異なると、ワークピースの第１の縁部および逆縁
部において充填されないサブピクセルの数が異なる。印刷方式の選択は一般に、装置のサ
イズおよび設計に依存する。
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【００６０】
４．電子装置
　本明細書に記載の印刷方法を使用できる装置は、有機電子装置を含む。用語「有機電子
装置」または時には単に「電子装置」は、１つまたは複数の有機半導体層または材料を含
む装置を意味することを意図する。有機電子装置は、（１）電気エネルギーを放射に変換
する装置（例えば、発光ダイオード、発光ダイオードディスプレイ、ダイオードレーザ、
または照明パネル）、（２）電子プロセスを使用して信号を検出する装置（例えば、光検
出器、光伝導セル、フォトレジスタ、光スイッチ、光トランジスタ、光電管、赤外線（「
ＩＲ」）検出器、またはバイオセンサ）、（３）放射を電気エネルギーに変換する装置（
例えば、光起電装置または太陽電池）、（４）１つまたは複数の有機半導体層を含む１つ
または複数の電子構成要素を含む装置（例えば、トランジスタまたはダイオード）、ある
いは項目（１）～（４）内の装置の任意の組み合わせを含むが、これらに限定されない。
【００６１】
　そのような装置では、有機活性層が２つの電気接点層の間に挟まれる。有機電子装置構
造の一例はＯＬＥＤである。この装置は、陽極層である第１の電気接点層と、陰極層であ
る第２の電気接点層とを有する。電気接点層のうちの少なくとも一方は、電気接点層に光
を通すことができるような透光性を有する。光活性層が間にある。追加の層もオプション
として存在し得る。陽極に隣接して、バッファ層があり得る。バッファ層に隣接して、正
孔輸送材料を含む正孔輸送層があり得る。陰極に隣接して、電子輸送材料を含む電子輸送
層があり得る。オプションとして、装置は、陽極に隣接して１つまたは複数の追加の正孔
注入層または正孔輸送層を使用し得、かつ／または陰極に隣接して１つまたは複数の追加
の電子注入層または電子輸送層を使用し得る。
【００６２】
　そのような装置において、有機エレクトロルミネセンス構成要素を活性構成要素として
使用して、必要な色を提供することが周知である。本明細書に記載の印刷方法は、異なる
色を有するエレクトロルミネセンス材料を含む液体組成物の印刷に適する。そのような材
料は、小分子有機蛍光化合物、蛍光・リン光性金属錯体、共役ポリマー、およびこれらの
混合物を含むが、これらに限定されない。蛍光化合物の例としては、クリセン類、ピレン
類、ペリレン類、ルビレン類、クマリン類、アントラセン類、チアジアゾール類、これら
の誘導体、およびこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。金属錯体の例
としては、トリス（８－ヒドロキシキノレート）アルミニウム（Ａｌｑ３）等の金属キレ
ートオキシノイド化合物；Ｐｅｔｒｏｖ等の米国特許第６，６７０，６４５号明細書なら
びにＰＣＴ公開出願である国際公開第０３／０６３５５５号パンフレットおよび国際公開
第２００４／０１６７１０号パンフレットに開示されているイリジウムとフェニルピリジ
ン、フェニルキノリン、またはフェニルピリミジンリガンドとの錯体等のシクロメタル化
イリジウムおよび白金エレクトロルミネセンス化合物；例えば、ＰＣＴ公開出願である国
際公開第０３／００８４２４号パンフレット、国際公開第０３／０９１６８８号パンフレ
ット、および国際公開第０３／０４０２５７号パンフレットに記載されている有機金属錯
体、ならびにこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。場合によっては、
処理および／または電子特性を向上させるために、小分子蛍光材料または有機金属系材料
が、ホスト材料を有するドーパントとして堆積する。共役ポリマーの例としては、ポリ（
フェニレンビニレン類）、ポリフルオレン類、ポリ（スピロビフルオレン類）、ポリチオ
フェン類、ポリ（ｐ－フェニレン類）、それらのコポリマー、およびそれらの混合物が挙
げられるが、これらに限定されない。
【００６３】
　印刷インクを形成するために、上記材料は、適した液体組成物中に溶解または分散する
。特定の化合物または関連する化合物群に適した溶媒は、当業者により容易に特定するこ
とができる。用途によっては、化合物が非水性溶媒に溶解することが望ましい。そのよう
な非水溶性溶媒は、Ｃ1～Ｃ20アルコール類、エーテル類、および酸エステル類等、比較
的極性を有することができ、またはトルエン、キシレン類、トリフルオロトルエン等のＣ
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1～Ｃ12アルカンもしくは芳香族等、比較的極性を有さなくてもよい。新しい化合物を含
む、本明細書に説明するような溶液または分散としての液体組成物の作成での使用に適し
た他の液体としては、有機塩素化合物（塩化メチレン、クロロホルム、クロロベンゼン等
）、芳香族炭化水素（置換および非置換のトルエン類およびキシレン類等）、トリフルオ
ロトルエンを含む）、極性溶媒（テトラヒドロフラン（ＴＨＰ）、Ｎ－メチルピロリドン
等）、エステル類（酢酸エチル等）、アルコール類（イソプロパノール）、ケトン類（シ
クロペンタジエン）、およびこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。光
活性材料に適した溶媒は、例えば、公開されたＰＣＴ出願である国際公開第２００７／１
４５９７９号パンフレットに記載されている。
【実施例】
【００６４】
　本明細書に記載の概念について、特許請求の範囲に記載される本発明の範囲を限定しな
い以下の実施例および関連付けられた図においてさらに説明する。
【００６５】
実施例１
　実施例１を図４に示す。３色が赤、緑、および青として示され、３色すべてが印刷され
る。９本のノズルが印刷ヘッド上にあり、ノズルの間隔はサブピクセルピッチ２個分であ
る。したがって、この実施例では、ｑ＝３、ｒ＝０、ｚ＝９、ｎ1＝３である。
【００６６】
　色は、「プリンタ」と記された列の下に示されるように配置される。印刷ヘッドは、赤
を有する第１のノズルがサブピクセル行１の上方にある状態で第１の縁部に位置決めされ
る。これは、Ａ１として示される第１の印刷位置である。位置Ａ１は、第１のノズルが上
方に配置されるサブピクセル行として定義される。プリンタは、ワークピースを横切って
行方向に印刷して、サブピクセル行１に赤色の行、サブピクセル行３に緑色の行、サブピ
クセル行５に青色の行、サブピクセル行７に赤色の行、サブピクセル行９に緑色の行、サ
ブピクセル行１１に青色の行、サブピクセル行１３に赤色の行、サブピクセル行１５に緑
色の行、およびサブピクセル行１７に青色の行を形成する。これは、印刷＃１と記される
列に示される。明確にするために、各色に１個のみのサブピクセルが示されるが、各サブ
ピクセルはサブピクセル行全体を表す。
【００６７】
　次のステップは、第１の印刷パターンを形成すること：ステップ（５）である。プリン
タは、サブピクセル３ｎ2個分である距離ｄ1だけ横方向にシフトする。この場合、ｎ2＝
１であり、ｄ1＝３ｓである。これは、プリンタの位置Ａ２である。次に、印刷＃２と記
された列に示されるように、プリンタは別の組の行を印刷する：サブピクセル行４に赤色
の行、サブピクセル行６に緑色の行、サブピクセル行８に青色の行、サブピクセル行１０
に赤色の行、サブピクセル行１２に緑色の行、サブピクセル行１４に青色の行、サブピク
セル行１６に赤色の行、サブピクセル行１８に緑色の行、およびサブピクセル行２０に青
色の行。印刷＃２は、明確にするために、印刷＃１の右側にシフトして示される。印刷＃
１および印刷＃２は両方とも、他のすべての印刷番号と同様に、ワークピースを横切って
印刷されたサブピクセルの完全な行を表す。これにより、第１の印刷パターンが完了する
。
【００６８】
　次のステップは、第２の印刷パターンを形成すること：ステップ（６）である。プリン
タは、サブピクセルｄ2個分だけ横方向にシフトし、ｄ2はサブピクセル３ｎ3個分に等し
い。ｎ2＋ｎ3＝２ｎ1であるため、ｎ3は２ｎ1－ｎ2＝２・３－１＝５である。したがって
、ｄ2＝３ｎ3ｓ＝１５ｓである。距離ｄ2は、ｐｚ－ｄ1に等しいものとして計算すること
もでき、ｄ1＝３ｓである。上述したように、ｐ＝２ｓであり、ｚ＝９である。したがっ
て、ｄ2＝２ｓ・９－３ｓ＝１５ｓである。これは、プリンタのＡ３の位置である。次に
、印刷＃３と記された列に示されるように、プリンタは第３の組の行を印刷する：サブピ
クセル行１９に赤色の行、サブピクセル行２１に緑色の行、サブピクセル行２３に青色の
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行、サブピクセル行２５に赤色の行、サブピクセル行２７に緑色の行、サブピクセル行２
９に青色の行、サブピクセル行３１に赤色の行、サブピクセル行３３に緑色の行、および
サブピクセル行３５に青色の行。これにより、第２の印刷パターンが完了する。
【００６９】
　次のステップ：ステップ（７）は、ステップ（５）および（６）を順序通りに繰り返す
ことである。ステップ（５）を繰り返すために、プリンタは距離ｄ1＝３ｓだけ横方向に
シフトする。これはプリンタの位置Ａ４である。次に、印刷＃４と記された列に示される
ように、プリンタは別の組の行を印刷する：サブピクセル行２２に赤色の行、サブピクセ
ル行２４に緑色の行、サブピクセル行２６に青色の行、サブピクセル行２８に赤色の行、
サブピクセル行３０に緑色の行、サブピクセル行３２に青色の行、サブピクセル行３４に
赤色の行、サブピクセル行３６に緑色の行、およびサブピクセル行３８に青色の行。
【００７０】
　ステップ（６）を繰り返すために、プリンタは距離ｄ2＝１５ｓだけ横方向にシフトす
る。これはプリンタの位置Ａ５である。次に、印刷＃５と記された列に示されるように、
プリンタは別の組の行を印刷する：サブピクセル行３７に赤色の行、サブピクセル行３９
に緑色の行、サブピクセル行４１に青色の行、サブピクセル行４３に赤色の行、サブピク
セル行４５に緑色の行、サブピクセル行４７に青色の行、サブピクセル行４９に赤色の行
、サブピクセル行５１に緑色の行、およびサブピクセル行５３に青色の行。
【００７１】
　この時点で、プリンタは、１組がサブピクセル９行分で、５組のサブピクセル行を印刷
しており、これは４５のサブピクセル行に等しい。この時点で、印刷はワークピースの逆
縁部に達し、印刷は完了する。実際には、大半の装置で、数百のサブピクセル行以上まで
のはるかに多数の行が必要であり、これらの行が類似する様式で印刷されることになる。
図中の４５のサブピクセル行は、単なる例示として示される。
【００７２】
　印刷結果は、「パターン」と記される列中に示される。第１の縁部におけるサブピクセ
ル行２ならびに逆縁部におけるサブピクセル行４０、４２、４４、４６、４８、５０、お
よび５２が色を有さないことが分かる。１組がサブピクセル３個分である完全な組が、サ
ブピクセル行３からサブピクセル行３８まで存在する。赤、青、および緑がこの図中に例
示されるが、他の色を使用することも可能である。
【００７３】
実施例２
　実施例２を図５に示す。３色が赤、緑、および青として示され、３色すべてが印刷され
る。９本のノズルが印刷ヘッド上にあり、ノズルの間隔はサブピクセルピッチ２個分であ
る。したがって、この実施例では、ｑ＝３、ｒ＝０、ｚ＝９、ｎ1＝３である。
【００７４】
　色は、「プリンタ」と記された列の下に示されるように配置される。印刷ヘッドは、赤
を有する第１のノズルがサブピクセル行１の上方にある状態で第１の縁部に位置決めされ
る。これは、Ａ１として示される第１の印刷位置である。位置Ａ１は、第１のノズルが上
方に配置されるサブピクセル行として定義される。プリンタは、ワークピースを横切って
行方向に印刷して、サブピクセル行１に赤色の行、サブピクセル行３に緑色の行、サブピ
クセル行５に青色の行、サブピクセル行７に赤色の行、サブピクセル行９に緑色の行、サ
ブピクセル行１１に青色の行、サブピクセル行１３に赤色の行、サブピクセル行１５に緑
色の行、およびサブピクセル行１７に青色の行を形成する。これは、印刷＃１と記される
列に示される。明確にするために、各色に１個のみのサブピクセルが示されるが、各サブ
ピクセルはサブピクセル行全体を表す。
【００７５】
　次のステップは、第１の印刷パターンを形成することである。プリンタは、サブピクセ
ル３ｎ2個分である距離ｄ1だけ横方向にシフトする。この場合、ｎ2＝５であり、ｄ1＝１
５ｓである。これは、プリンタの位置Ａ２である。次に、印刷＃２と記された列に示され
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るように、プリンタは別の組の行を印刷する：サブピクセル行１６に赤色の行、サブピク
セル行１８に緑色の行、サブピクセル行２０に青色の行、サブピクセル行２２に赤色の行
、サブピクセル行２４に緑色の行、サブピクセル行２６に青色の行、サブピクセル行２８
に赤色の行、サブピクセル行３０に緑色の行、およびサブピクセル行３２に青色の行。印
刷＃２は、明確にするために、印刷＃１の右側にシフトして示される。印刷＃１および印
刷＃２は両方とも、他のすべての印刷番号と同様に、ワークピースを横切って印刷された
サブピクセルの完全な行を表す。これにより、第１の印刷パターンが完了する。
【００７６】
　次のステップは、第２の印刷パターンを形成することである。この場合、プリンタは、
サブピクセルｄ2個分だけ横方向にシフトし、ｄ2＝ｐｚ－ｄ1＝３ｓである。これは、プ
リンタのＡ３の位置である。次に、印刷＃３と記された列に示されるように、プリンタは
第３の組の行を印刷する：サブピクセル行１９に赤色の行、サブピクセル行２１に緑色の
行、サブピクセル行２３に青色の行、サブピクセル行２５に赤色の行、サブピクセル行２
７に緑色の行、サブピクセル行２９に青色の行、サブピクセル行３１に赤色の行、サブピ
クセル行３３に緑色の行、およびサブピクセル行３５に青色の行。これにより、第２の印
刷パターンが完了する。
【００７７】
　次に、第１および第２の印刷パターンを順序通りに繰り返す。印刷を距離ｄ1＝１５ｓ
だけ横方向にシフトさせた。これはプリンタの位置Ａ４である。次に、印刷＃４と記され
た列に示されるように、プリンタは別の組の行を印刷する：サブピクセル行３４に赤色の
行、サブピクセル行３６に緑色の行、サブピクセル行３８に青色の行、サブピクセル行４
０に赤色の行、サブピクセル行４２に緑色の行、サブピクセル行４４に青色の行、サブピ
クセル行４６に赤色の行、サブピクセル行４８に緑色の行、およびサブピクセル行５０に
青色の行。
【００７８】
　次に、プリンタを距離ｄ2＝３ｓだけ横方向にシフトさせる。これはプリンタの位置Ａ
５である。次に、印刷＃５と記された列に示されるように、プリンタは別の組の行を印刷
する：サブピクセル行３７に赤色の行、サブピクセル行３９に緑色の行、サブピクセル行
４１に青色の行、サブピクセル行４３に赤色の行、サブピクセル行４５に緑色の行、サブ
ピクセル行４７に青色の行、サブピクセル行４９に赤色の行、サブピクセル行５１に緑色
の行、およびサブピクセル行５３に青色の行。
【００７９】
　この時点で、プリンタは、１組がサブピクセル９行分で、５組のサブピクセル行を印刷
しており、これは４５のサブピクセル行に等しい。上述したように、大半の装置で、数百
のサブピクセル行以上までのはるかに多数の行が必要であり、図中の４５のサブピクセル
行は、単なる例示として示される。
【００８０】
　印刷結果は、「パターン」と記される列中に示される。第１の縁部におけるサブピクセ
ル行２、４、６、８、１０、１２、および１４ならびに逆縁部におけるサブピクセル行５
２が色を有さないことが分かる。１組がサブピクセル３個分である完全な組が、サブピク
セル行１５からサブピクセル行５０まで存在する。赤、青、および緑がこの図中に例示さ
れるが、他の色を使用することも可能である。
【００８１】
実施例３
　実施例３を図６に示す。３色が赤、緑、および青として示され、３色すべてが印刷され
る。９本のノズルが印刷ヘッド上にあり、ノズルの間隔はサブピクセルピッチ２個分であ
る。実施例１と同様に、ｑ＝３、ｒ＝０、ｚ＝９、ｎ1＝３である。
【００８２】
　色は、印刷ヘッドが位置Ａ１に位置決めされた状態で、「プリンタ」の列に示されるよ
うに配置される。第１の印刷行は実施例１と同じである：サブピクセル行１に赤の行、サ
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ブピクセル行３に緑の行、サブピクセル行５に青の行、サブピクセル行７に赤の行、サブ
ピクセル行９に緑の行、サブピクセル行１１に青の行、サブピクセル行１３に赤の行、サ
ブピクセル行１５に緑の行、およびサブピクセル行１７に青の行。これは、印刷＃１と記
される列に示される。実施例１と同様に、明確にするために、各色に１個のみのサブピク
セルが示されるが、各サブピクセルはサブピクセル行全体を表す。
【００８３】
　次のステップは、第１の印刷パターンを形成することである。プリンタは、サブピクセ
ル３ｎ2個分である距離ｄ1だけ横方向にシフトする。この場合、ｎ2＝３であり、ｄ1＝９
ｓである。これは、プリンタの位置Ａ２である。次に、プリンタは別の組の行を印刷する
：サブピクセル行１０、１６、および２２に赤、サブピクセル行１２、１８、および２４
に緑、サブピクセル行１４、２０、および２６に青。これは印刷＃２の列に示される。印
刷＃２は、明確にするために、印刷＃１の右側にシフトして示される。印刷＃１および印
刷＃２は両方とも、他のすべての印刷番号と同様に、ワークピースを横切って印刷された
サブピクセルの完全な行を表す。これにより、第１の印刷パターンが完了する。
【００８４】
　次に、プリンタはサブピクセルｄ2個分横方向にシフトする。ｄ2はｐｚ－ｄ1に等しく
、ｐ＝２ｓ、ｚ＝９、ｄ1＝９ｓである。したがって、この例示では、ｄ2＝２ｓ・９－９
ｓ＝９ｓであり、ｄ1＝ｄ2である。これは印刷＃３のプリンタの位置Ａ３である。次に、
プリンタは、印刷＃４のためにサブピクセルｄ1＝９ｓ個分シフトし、印刷＃５のために
サブピクセルｄ2＝９個分シフトする。この場合、横方向へのすべてのシフトは、同じ距
離９ｓである。ｎ1＝ｎ2＝ｎ3であり、かつ横方向シフトの移動が、ノズルの総数にサブ
ピクセルピッチを乗算したものに等しい場合、ｄ1＝ｄ2となる。ｎ2は奇数でなければな
らないため、この事例はノズルの数が奇数である場合のみ発生する。
【００８５】
　この時点で、プリンタは、１組がサブピクセル９行分で、５組のサブピクセル行を印刷
しており、これは合計で４５のサブピクセル行である。上述したように、大半の装置で、
数百のサブピクセル行以上までのはるかに多数の行が必要であり、図中の４５のサブピク
セル行は、単なる例示として示される。印刷結果は、「パターン」と記される列中に示さ
れる。第１の縁部におけるサブピクセル行２、４、６、および８ならびに逆縁部における
サブピクセル行４６、４８、５０、および５２が色を有さないことが分かる。３色の完全
な組、ひいては使用可能な装置領域を、サブピクセル行９からサブピクセル行４４までに
見い出すことができる。赤、青、および緑がこの図中に例示されるが、他の色を使用する
ことも可能である。
【００８６】
実施例４
　実施例４を図７に示す。３色が赤、緑、および青として示され、３色すべてが印刷され
る。１２本のノズルが印刷ヘッド上にあり、したがって、ｑ＝３、ｒ＝０、ｚ＝１２、ｎ

1＝４である。
【００８７】
　色は、「プリンタ」の列に示されるように配置される。第１の印刷行は、印刷＃１と記
された列に示される：サブピクセル行１に赤の行、サブピクセル行３に緑の行、サブピク
セル行５に青の行、サブピクセル行７に赤の行、サブピクセル行９に緑の行、サブピクセ
ル行１１に青の行、サブピクセル行１３に赤の行、サブピクセル行１５に緑の行、サブピ
クセル行１７に青の行、サブピクセル行１９に赤の行、サブピクセル行２１に緑の行、お
よびサブピクセル行２３に青の行。実施例１と同様に、明確にするために、各色に１個の
みのサブピクセルが示されるが、各サブピクセルはサブピクセル行全体を表す。
【００８８】
　第１の印刷パターンのために、プリンタは、サブピクセル３ｎ2個分である距離ｄ1だけ
横方向にシフトする。この場合、ｎ2＝１であり、ｄ1＝３ｓである。これは、プリンタの
位置Ａ２である。次に、プリンタは第２の組の行を印刷する：サブピクセル行４、１０、
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１６、および２２に赤、サブピクセル行６、１２、１８、および２４に緑、ならびにサブ
ピクセル行８、１４、２０、および２６に青。これは印刷＃２の列に示される。印刷＃２
は、明確にするために、印刷＃１の右側にシフトして示される。印刷＃１および印刷＃２
は両方とも、他のすべての印刷番号と同様に、ワークピースを横切って印刷されたサブピ
クセルの完全な行を表す。これにより、第１の印刷パターンが完了する。
【００８９】
　次に、プリンタは、第２の印刷パターンのために、サブピクセルｄ2個分横方向にシフ
トする。ｄ2はｐｚ－ｄ1に等しく、ｐ＝２ｓ、ｚ＝１２、ｄ1＝３ｓである。したがって
、この例示では、ｄ2＝２ｓ・１２－３ｓ＝２１ｓである。これは、印刷＃３のプリンタ
の位置Ａ３である。次に、プリンタは第３の組の行を印刷する：サブピクセル行２５、３
１、３７、および４３に赤、サブピクセル行２７、３３、３９、および４５に緑、ならび
にサブピクセル行２９、３５、４１、および４７に青。これは印刷＃３の列に示される。
【００９０】
　次に、第１の印刷パターンを繰り返し、プリンタはｄ1＝３ｓだけ、位置Ａ４まで横方
向にシフトする。次に、プリンタは第３の組の行を印刷する：サブピクセル行２８、３４
、４０、および４６に赤、サブピクセル行３０、３６、４２、および４８に緑、ならびに
サブピクセル行３２、３８、４４、および５０に青。これは印刷＃４の列に示される。
【００９１】
　この時点で、プリンタは、１組がサブピクセル１２行分で、４組のサブピクセル行を印
刷しており、これは合計で４８のサブピクセル行である。上述したように、大半の装置で
、数百のサブピクセル行以上までのはるかに多数の行が必要であり、図中の４８のサブピ
クセル行は、単なる例示として示される。
【００９２】
　この実施例では、第１の印刷パターンを繰り返し、第２の印刷パターンを繰り返さない
状態で、プロセスが停止したことに留意されたい。印刷パターンは順序通り繰り返される
が、プロセスは、第１または第２の印刷パターン：ステップ（５）または（６）のいずれ
か一方で完了することができる。どの印刷で終了するかの選択は一般に、装置のサイズお
よび設計に依存する。
【００９３】
　印刷結果は、「パターン」と記される列に示される。サブピクセル行２および４９に色
がないことが分かる。３色の完全な組、ひいては使用可能な装置領域を、サブピクセル行
３からサブピクセル行４７までに見い出すことができる。赤、青、および緑がこの図中に
例示されるが、他の色を使用することも可能である。
【００９４】
実施例５
　実施例５を図８に示す。３色が赤、緑、および青として示され、３色すべてが印刷され
る。１２本のノズルが印刷ヘッド上にあり、したがって、ｑ＝３、ｒ＝０、ｚ＝１２、ｎ

1＝４である。
【００９５】
　色は、「プリンタ」の列に示されるように配置される。第１の印刷行は、印刷＃１と記
された列に示される：サブピクセル行１に赤の行、サブピクセル行３に緑の行、サブピク
セル行５に青の行、サブピクセル行７に赤の行、サブピクセル行９に緑の行、サブピクセ
ル行１１に青の行、サブピクセル行１３に赤の行、サブピクセル行１５に緑の行、サブピ
クセル行１７に青の行、サブピクセル行１９に赤の行、サブピクセル行２１に緑の行、お
よびサブピクセル行２３に青の行。実施例１と同様に、明確にするために、各色に１個の
みのサブピクセルが示されるが、各サブピクセルはサブピクセル行全体を表す。
【００９６】
　第１の印刷パターンのために、プリンタは、サブピクセル３ｎ2個分である距離ｄ1だけ
横方向にシフトする。この場合、ｎ2＝３であり、ｄ1＝９ｓである。これは、プリンタの
位置Ａ２である。次に、プリンタは第２の組の行を印刷する：サブピクセル行１０、１６
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、２２、および２８に赤、サブピクセル行１２、１８、２４、および３０に緑、ならびに
サブピクセル行１４、２０、２６、および３２に青。これは印刷＃２の列に示される。印
刷＃２は、明確にするために、印刷＃１の右側にシフトして示される。印刷＃１および印
刷＃２は両方とも、他のすべての印刷番号と同様に、ワークピースを横切って印刷された
サブピクセルの完全な行を表す。これにより、第１の印刷パターンが完了する。
【００９７】
　第２の印刷パターンのために、プリンタは、サブピクセルｄ2個分横方向にシフトする
。ｄ2はｐｚ－ｄ1に等しく、ｐ＝２ｓ、ｚ＝１２、ｄ1＝９ｓである。したがって、この
例示では、ｄ2＝２ｓ・１２－９ｓ＝１５ｓである。これは、印刷＃３のプリンタの位置
Ａ３である。次に、プリンタは第３の組の行を印刷する：サブピクセル行２５、３１、３
７、および４３に赤、サブピクセル行２７、３３、３９、および４５に緑、ならびにサブ
ピクセル行２９、３５、４１、および４７に青。これは印刷＃３の列に示される。
【００９８】
　次に、プリンタは、位置Ａ４まで、ｄ1＝９ｓだけ横方向にシフトすることにより、第
１の印刷パターンを繰り返す。次に、プリンタは第３の組の行を印刷する：サブピクセル
行３４、４０、４６、および５２に赤、サブピクセル行３６、４２、４８、および５４に
緑、ならびにサブピクセル行３８、４４、５０、および５６に青。これは印刷＃４の列に
示される。
【００９９】
　この時点で、プリンタは、１組がサブピクセル１２行分で、４組のサブピクセル行を印
刷しており、これは合計で４８のサブピクセル行である。上述したように、大半の装置で
、数百のサブピクセル行以上までのはるかに多数の行が必要であり、図中の４８のサブピ
クセル行は、単なる例示として示される。
【０１００】
　印刷結果は、「パターン」と記される列中に示される。第１の縁部におけるサブピクセ
ル行２、４、６、および８ならびに逆縁部におけるサブピクセル行４９、５１、５３、お
よび５５が色を有さないことが分かる。３色の完全な組、ひいては使用可能な装置領域を
、サブピクセル行９からサブピクセル行４７までに見い出すことができる。赤、青、およ
び緑がこの図中に例示されるが、他の色を使用することも可能である。
【０１０１】
実施例６
　実施例６を図９に示す。３色が赤、緑、および青として示され、３色すべてが印刷され
る。１５本のノズルが印刷ヘッド上にあり、したがって、ｑ＝３、ｒ＝０、ｚ＝１５、ｎ

1＝５である。
【０１０２】
　色は、「プリンタ」の列に示されるように配置される。第１の印刷行は、印刷＃１と記
された列に示される：サブピクセル行１に赤の行、サブピクセル行３に緑の行、サブピク
セル行５に青の行、サブピクセル行７に赤の行、サブピクセル行９に緑の行、サブピクセ
ル行１１に青の行、サブピクセル行１３に赤の行、サブピクセル行１５に緑の行、サブピ
クセル行１７に青の行、サブピクセル行１９に赤の行、サブピクセル行２１に緑の行、サ
ブピクセル行２３に青の行、サブピクセル行２５に赤の行、サブピクセル２７に緑の行、
およびサブピクセル２９に青の行。実施例１と同様に、明確にするために、各色に１個の
みのサブピクセルが示されるが、各サブピクセルはサブピクセル行全体を表す。
【０１０３】
　第１の印刷パターンのために、プリンタは、サブピクセル３ｎ2個分である距離ｄ1だけ
横方向にシフトする。この場合、ｎ2＝３であり、ｄ1＝９ｓである。これは、プリンタの
位置Ａ２である。次に、プリンタは第２の組の行を印刷する：サブピクセル行１０、１６
、２２、２８、および３４に赤、サブピクセル行１２、１８、２４、３０、および３６に
緑、ならびにサブピクセル行１４、２０、２６、３２、および３８に青。これは印刷＃２
の列に示される。印刷＃２は、明確にするために、印刷＃１の右側にシフトして示される
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。印刷＃１および印刷＃２は両方とも、他のすべての印刷番号と同様に、ワークピースを
横切って印刷されたサブピクセルの完全な行を表す。これにより、第１の印刷パターンが
完了する。
【０１０４】
　第２の印刷パターンのために、プリンタは、サブピクセルｄ2個分横方向にシフトする
。ｄ2はｐｚ－ｄ1に等しく、ｐ＝２ｓ、ｚ＝１５、ｄ1＝９ｓである。したがって、この
例示では、ｄ2＝２ｓ・１５－９ｓ＝２１ｓである。これは、印刷＃３のプリンタの位置
Ａ３である。次に、プリンタは第３の組の行を印刷する：サブピクセル行３１、３７、４
３、４９、および５５に赤、サブピクセル行３３、３９、４５、５１、および５７に緑、
ならびにサブピクセル行３５、４１、４７、５３、および５９に青。これは印刷＃３の列
に示される。これにより、第２の印刷パターンが完了する。
【０１０５】
　次に、プリンタは、位置Ａ４まで、ｄ1＝９ｓだけ横方向にシフトすることにより、第
１の印刷パターンを繰り返す。次に、プリンタは第４の組の行を印刷する：サブピクセル
行４０、４６、５２、５８、および６４に赤、サブピクセル行４２、４８、５４、６０、
および６６に緑、ならびにサブピクセル行４４、５０、５６、６２、および６８に青。こ
れは印刷＃４の列に示される。
【０１０６】
　次に、プリンタは、位置Ａ５まで、ｄ2＝２１ｓだけ横方向にシフトすることにより、
第２の印刷パターンを繰り返す。次に、プリンタは第５の組の行を印刷する：サブピクセ
ル行６１、６７、７３、７９、および８５に赤、サブピクセル行６３、６９、７５、８１
、および８７に緑、ならびにサブピクセル行６５、７１、７７、８３、および８９に青。
【０１０７】
　次に、プリンタは、位置Ａ６まで、ｄ1＝９ｓだけ横方向にシフトし、第６の組の行：
サブピクセル行７０、７６、８２、８８、および９４に赤、サブピクセル行７２、７８、
８４、９０、および９６に緑、ならびにサブピクセル行７４、８０、８６、９２、および
９８に青を印刷することにより、第１の印刷パターンを繰り返す。
【０１０８】
　この時点で、プリンタは、１組がサブピクセル１５行分で、６組のサブピクセル行を印
刷しており、これは合計で９０のサブピクセル行である。上述したように、大半の装置で
、数百のサブピクセル行以上までのはるかに多数の行が必要であり、図中の９０のサブピ
クセル行は、単なる例示として示される。
【０１０９】
　印刷結果は、「パターン」と記される列中に示される。第１の縁部におけるサブピクセ
ル行２、４、６、および８ならびに逆縁部におけるサブピクセル行９１、９３、９５、お
よび９７が色を有さないことが分かる。３色の完全な組、ひいては使用可能な装置領域を
、サブピクセル行９からサブピクセル行８９までに見い出すことができる。赤、青、およ
び緑がこの図中に例示されるが、他の色を使用することも可能である。
【０１１０】
　３つの印刷色および印刷ヘッドに１５本のノズルを有し、したがって、ｑ＝３、ｒ＝０
、ｚ＝１５、ｎ1＝５であるプリンタの場合での２つの他の実施形態（図示せず）がある
。一実施形態では、ｄ1＝３、ｄ2＝２７である。別の実施形態では、ｄ1＝ｄ2＝１５であ
る。
【０１１１】
実施例７
　実施例７を図１０に示す。この実施例では、非印刷方法により塗布される１色がある。
【０１１２】
　２色：Ｍ１およびＭ２があり、図中では「空白」として示される、別の時間に堆積する
第３の色のためのオープンスペースがある。これは３色としてカウントされる。Ｍ１を印
刷する３本のノズル、Ｍ２を印刷する３本のノズル、および印刷しない３本のノズルがあ
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る。非印刷ノズルは、印刷ヘッドに物理的に存在してもよく、または存在しなくてもよい
。非印刷ノズルが存在しない場合、非印刷ノズルのためのスペースがあり、このスペース
は、印刷パターンではノズルとしてカウントされる。したがって、これは合計で９本のノ
ズルとしてカウントされる。各色に１つずつ異なる液体組成物およびオープンスペースの
ための液体組成物欠如が、規則正しい交互パターンで供給される。ノズルの間隔（印刷ノ
ズルおよび非印刷ノズル）は、サブピクセルピッチ２個分である。したがって、この実施
例では、ｑ＝２、ｒ＝１、ｚ＝９、ｎ1＝３である。
【０１１３】
　色は、「プリンタ」の列に示されるように配置され、「空白」は非印刷ノズルを示す。
印刷ヘッドは、Ｍ１を有する第１のノズルがサブピクセル行１の上方にある状態で第１の
縁部に位置決めされる。これは、Ａ１として示される第１の印刷位置である。プリンタは
、ワークピースを横切って行方向に印刷して、サブピクセル行１にＭ１色の行、サブピク
セル行３にＭ２色の行、サブピクセル行５に無色、サブピクセル行７にＭ１色の行、サブ
ピクセル行９にＭ２色の行、サブピクセル行１１に無色、サブピクセル行１３にＭ１色の
行、サブピクセル行１５にＭ２色の行、およびサブピクセル行１７に無色を形成する。こ
れは、印刷＃１と記される列に示される。明確にするために、各色に１個のみのサブピク
セルが示されるが、各サブピクセルはサブピクセル行全体を表す。
【０１１４】
　次のステップは、第１の印刷パターンを形成することである。プリンタは、サブピクセ
ル３ｎ2個分である距離ｄ1だけ横方向にシフトする。この場合、ｎ2＝１であり、ｄ1＝３
ｓである。これは、プリンタの位置Ａ２である。次に、印刷＃２と記された列に示される
ように、プリンタは別の組の行を印刷する：サブピクセル行４にＭ１色の行、サブピクセ
ル行６にＭ２色の行、サブピクセル行８に無色、サブピクセル行１０にＭ１色の行、サブ
ピクセル行１２にＭ２色の行、サブピクセル行１４に無色、サブピクセル行１６にＭ１色
の行、サブピクセル行１８にＭ２色の行、およびサブピクセル行２０に無色。印刷＃２は
、明確にするために、印刷＃１の右側にシフトして示される。印刷＃１および印刷＃２は
両方とも、他のすべての印刷番号と同様に、ワークピースを横切って印刷されたサブピク
セルの完全な行を表す。これにより、第１の印刷パターンが完了する。
【０１１５】
　次のステップは、第２の印刷パターンを形成することである。プリンタは、サブピクセ
ルｄ2個分だけ横方向にシフトする。ｄ2はｐｚ－ｄ1に等しく、ｐ＝２ｓ、ｚ＝９、ｄ1＝
３ｓである。したがって、この例示では、ｄ2＝２ｓ・９－３ｓ＝１５ｓである。これは
、プリンタのＡ３の位置である。次に、印刷＃３と記された列に示されるように、プリン
タは第３の組の行を印刷する：サブピクセル行１９にＭ１色の行、サブピクセル行２１に
Ｍ２色の行、サブピクセル行２３に無色、サブピクセル行２５にＭ１色の行、サブピクセ
ル行２７にＭ２色の行、サブピクセル行２９に無色、サブピクセル行３１にＭ１色の行、
サブピクセル行３３にＭ２色の行、およびサブピクセル行３５に無色。これにより、第２
の印刷パターンが完了する。
【０１１６】
　次のステップは、第１の印刷パターンを繰り返すことである。プリンタは、距離ｄ1＝
３ｓだけ横方向にシフトする。これは、プリンタの位置Ａ４である。次に、印刷＃４と記
された列に示されるように、プリンタは別の組の行を印刷する：サブピクセル行２２にＭ
１色の行、サブピクセル行２４にＭ２色の行、サブピクセル行２６に無色、サブピクセル
行２８にＭ１色の行、サブピクセル行３０にＭ２色の行、サブピクセル行３２に無色、サ
ブピクセル行３４にＭ１色の行、サブピクセル行３６にＭ２色の行、およびサブピクセル
行３８に無色。
【０１１７】
　次のステップは、第２の印刷パターンを繰り返すことである。プリンタは、距離ｄ2＝
１５ｓだけ横方向にシフトする。これは、プリンタの位置Ａ５である。次に、印刷＃５と
記された列に示されるように、プリンタは別の組の行を印刷する：サブピクセル行３７に
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Ｍ１色の行、サブピクセル行３９にＭ２色の行、サブピクセル行４１に無色、サブピクセ
ル行４３にＭ１色の行、サブピクセル行４５にＭ２色の行、サブピクセル行４７に無色、
サブピクセル行４９にＭ１色の行、サブピクセル行５１にＭ２色の行、およびサブピクセ
ル行５３に無色。
【０１１８】
　この時点で、プリンタは、１組がサブピクセル９行分で、５組のサブピクセル行を印刷
しており、これは４５のサブピクセル行に等しい。上述したように、大半の装置で、数百
のサブピクセル行以上までのはるかに多数の行が必要であり、図中の４５のサブピクセル
行は、単なる例示として示される。
【０１１９】
　印刷結果は、「パターン」と記される列中に示される。非印刷行：サブピクセル行２、
５、８、１１等に３番目の色のために利用可能なオープンサブピクセルがあることが分か
る。１組が２色と、第３の色のための空白スペースとを足したものであり、ひいては使用
可能な装置領域である完全な組が、サブピクセル行１からサブピクセル行３９まで存在す
る。
【０１２０】
　このプロセスの次のステップは、非印刷プロセスにより第３の色Ｍ３を塗布することで
ある。いくつかの実施形態では、非印刷プロセスは蒸着である。いくつかの実施形態では
、Ｍ１およびＭ２のそれぞれは赤および緑であり、Ｍ３は青である。
【０１２１】
　概説または図中の実施例において上述した動作のすべてが必要であるとは限らないこと
、特定の動作の一部分が必要ない場合があること、および１つまたは複数のさらなる動作
を、上述した動作に加えて実行してもよいことに留意する。さらに、動作が列挙された順
序は必ずしも動作が実行される順序ではない。
【０１２２】
　上記明細書において、特定の実施形態を参照して概念を説明した。しかし、以下の特許
請求の範囲に記載される本発明の範囲から逸脱せずに、様々な修正および変更を行い得る
ことを当業者は理解する。したがって、本明細書および図は、限定の意味ではなくむしろ
例示の意味で考えられるべきであり、そのようなすべての変更は、本発明の範囲内に含ま
れることが意図される。
【０１２３】
　恩恵、他の利点、および問題の解決策について、特定の実施形態に関して上述した。し
かし、任意の恩恵、利点、または解決策を生じさせ得る、またはさらに明確にし得る恩恵
、利点、問題の解決策、およびいかなる特徴も、任意またはすべての請求項の必須、所要
、または本質的な特徴として解釈されるべきではない。
【０１２４】
　本明細書では、明確にするために、別個の実施形態の文脈の中で説明された特定の特徴
を、単一の実施形態において組み合わせて提供してもよいことを理解されたい。逆に、簡
潔にするために、単一の実施形態の文脈の中で説明された様々な特徴を、別個に、または
任意の下位組み合わせで提供してもよい。本明細書において指定される様々な範囲での数
値の使用は、まるで記載の範囲内の最小値および最大値の両方に言葉「約」が前置されて
いるかのように、概算として述べられる。このようにして、記載される範囲を超えるわず
かなばらつきおよび記載される範囲を下回るわずかなばらつきを使用して、それらの範囲
内の値と略同じ結果を達成することができる。これらの範囲の開示は、ある値の成分のう
ちのいくつかが異なる値の成分と混じる場合に生じ得る小数値を含め、最小平均値と最大
平均値との間のあらゆる値を含む連続範囲としても意図される。さらに、より広い範囲お
よびより狭い範囲が開示される場合、一範囲からの最小値を、別の範囲からの最大値に合
わせること、そして逆もまた同様に、本発明の意図内である。
　本出願は、特許請求の範囲に記載の発明を含め、以下の発明を包含する。
（Ｉ）　ワークピース上にサブピクセル行の規則正しい配列を形成する方法であって、サ



(21) JP 5576481 B2 2014.8.20

10

20

30

ブピクセルは３つの異なる色を有し、かつサブピクセルピッチｓを有し、ｑ色は印刷によ
り形成され、ｒ色は非印刷方法により形成され、前記方法は、
　（１）ノズル間隔ｐを有する行内に配置されたｚ本のノズルを有する印刷ヘッドを設け
ることであって、ｚ＝３ｎ1であり、ｐ＝２ｓであり、印刷ヘッドはワークピースに対し
て第１の位置にある、印刷ヘッドを設けること、
　（２）ｑ印刷色のそれぞれに１つずつ、ｑ個の異なる印刷インクを提供すること、
　（３）規則正しい交互パターンで印刷インクのそれぞれをノズルに供給すること、
　（４）印刷ヘッドを使用して、第１の組のｚサブピクセル行を印刷すること、
　（５）移動させること、および第１の印刷パターンで印刷することであって、
　　（ａ）ワークピースを印刷ヘッドに対して距離ｄ1（但し、ｄ1＝３ｎ2ｓである）だ
け横方向に移動させること、
　　（ｂ）印刷ヘッドを使用してｚサブピクセル行の組を印刷すること
を含む、移動させること、および第１の印刷パターンで印刷すること
　（６）移動させること、および第２の印刷パターンで印刷することであって、
　　（ｃ）ワークピースを印刷ヘッドに対して距離ｄ2（但し、ｄ2は、ｄ1＋ｄ2＝ｐｚで
あるようなｄ2＝３ｎ3ｓである）だけ横方向に移動させること、
　　（ｄ）印刷ヘッドを使用してｚサブピクセル行の組を印刷すること
を含む、移動させること、および第２の印刷パターンで印刷すること、
　（７）ステップ（５）および（６）を同じ順序で複数回繰り返すこと、ならびに
　（８）ｒ色を非印刷方法で塗布すること
を含み、
　ｎ1は０よりも大きな整数であり、
　ｎ2およびｎ3は、ｎ2＋ｎ3＝２ｎ1であるような、同じまたは異なる奇数の整数であり
、
　ｑは１～３の整数であり、
　ｒはｑ＋ｒ＝３であるような整数である、方法。
（ＩＩ）　ｑ＝３である、（Ｉ）に記載の方法。
（ＩＩＩ）　ｎ1は少なくとも２である、（Ｉ）に記載の方法。
（ＩＶ）　ｎ1＝３～９である、（Ｉ）に記載の方法。
（Ｖ）　ｎ1は奇数であり、ｎ1＝ｎ2＝ｎ3である、（Ｉ）に記載の方法。
（ＶＩ）　各印刷インクは、エレクトロルミネセンス材料および液体媒体を含む、（Ｉ）
に記載の方法。
（ＶＩＩ）　ｒは少なくとも１であり、非印刷方法は、蒸着、熱転写、スピンコーティン
グ、グラビアコーティング、カーテンコーティング、浸漬被覆、スロットダイコーティン
グ、および吹き付け塗装からなる群から選択される、（Ｉ）に記載の方法。
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